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【
造
込
】

平
造 

 

棟
角
か
ら
刃
先
に
か
け
て
の
面
が
、
平
面
的
に
造
り
込
ま
れ
た
も
の
。

奈
良
時
代
以
前
の
大
刀
や
、
後
世
の
脇
指
・
短
刀
に
多
く
見
ら
れ
る
。

切
刃
造 

 

平
地
の
稜
線
が
極
端
に
刃
先
に
寄
っ
た
も
の
。
奈
良
時
代
以
前
の
大
刀

に
多
く
見
ら
れ
る
。

鎬
造 

 

棟
角
か
ら
刃
先
に
か
け
て
の
面
の
、
中
央
よ
り
棟
側
に
寄
っ
て
、
茎
か

ら
鋒
棟
に
か
け
て
稜
線
を
設
け
た
も
の
。
日
本
刀
の
最
も
一
般
的
な
造

込
。

菖
蒲
造 

 

鎬
造
で
も
、
横
手
の
な
い
も
の
を
指
す
。
形
状
が
菖
蒲
の
葉
に
似
て
い

る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。
鎌
倉
時
代
中
期
以
降
の
脇
指
・
短
刀
に

多
く
見
ら
れ
る
。

両
刃
造 

 

棟
に
あ
た
る
部
分
に
も
焼
刃
の
あ
る
も
の
。
室
町
時
代
中
期
以
降
の
短

刀
に
多
く
見
ら
れ
る
。

薙
刀
造 

 

元
幅
よ
り
先
幅
が
張
り
、
横
手
の
な
い
も
の
を
指
す
。
な
お
、
横
手
の

あ
る
も
の
を
「
長
巻
造
」
と
称
し
て
区
別
す
る
場
合
も
あ
る
。

【
地
金
（
鍛
）】

板
目
肌 

 

平
地
の
鍛
肌
が
、
木
材
の
板
目
模
様
状
の
も
の
を
指
す
。
大
き
さ
に

よ
り
「
大
板
目
肌
」「
小
板
目
肌
」
と
称
す
る
。

杢も
く

目め

肌 
 

純
然
と
し
た
杢
目
肌
は
希
で
、 

通
常
、 

板
目
肌
に
交
じ
っ
て
あ
ら
わ
れ

る
。 

大
さ
さ
に
よ
り
大
・
小
を
付
け
る
。

柾ま
さ

目め

肌 
木
材
の
柾
目
模
様
状
の
も
の
を
い
う
。

梨な

子し

地じ

肌 
 

非
常
に
細
か
に
詰
ん
だ
肌
目
で
、
梨
の
実
の
切
断
面
に
似
て
い
る
こ

と
か
ら
付
け
ら
れ
た
名
称
。

【
焼
刃
】

直す
ぐ

刃は 
 

刃
先
に
平
行
し
て
真
っ
直
ぐ
に
延
び
る
刃
文
を
い
う
。焼
幅
の
広
さ
に
よ
っ

て
「
広
直
刃
」「
中
直
刃
」「
細
直
刃
」
等
と
名
付
け
ら
れ
る
。

乱み
だ
れ
ば刃 

直
刃
以
外
の
全
て
の
刃
文
を
指
す
。
形
に
よ
り
様
々
な
名
称
が
あ
る
。

【
刃
中
の
働
き
】

焼
入
れ
や
地
鉄
の
特
性
等
に
よ
り
、
刃
文
の
中
に

「
足あ

し

」「
葉よ

う

」「
砂す

な
が流

し
」「
金き

ん

筋す
じ

」
な
ど
と
名
付
け

ら
れ
る
景
色
や
変
化
の
あ
ら
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
「
働
き
」
と
い
っ
て
珍
重
さ
れ
る
。

【
沸
と
匂
】

刀
身
の
焼
入
れ
で
、
焼
刃
の
中
か
ら
刃
縁
に
か
け

て
あ
ら
わ
れ
る
の
が 「
沸に

え

」
と
「
匂に

お
い」

で
あ
る
。
こ

の
う
ち
、
肉
眼
で
容
易
に
認
め
ら
れ
る
粒
の
粗
い

も
の
を
「
沸
」、
極
め
て
細
か
く
霞
の
よ
う
に
見
え

る
の
が「
匂
い
」で
あ
る
。
ま
た
、こ
の「
沸
」や「
匂
」

で
構
成
さ
れ
た
、
地
鉄
と
焼
刃
の
境
の
白
く
光
っ

た
線
を
「
匂に

お
い
ぐ
ち口

」
と
も
い
う
。
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る
部
分
に
も
焼
刃
の
あ
る
も
の
。
室
町
時
代
中
期
以
降
の
短

刀
に
多
く
見
ら
れ
る
。

薙
刀
造 

 

元
幅
よ
り
先
幅
が
張
り
、
横
手
の
な
い
も
の
を
指
す
。
な
お
、
横
手
の

あ
る
も
の
を
「
長
巻
造
」
と
称
し
て
区
別
す
る
場
合
も
あ
る
。

【
地
金
（
鍛
）】

板
目
肌 

 

平
地
の
鍛
肌
が
、
木
材
の
板
目
模
様
状
の
も
の
を
指
す
。
大
き
さ
に

よ
り
「
大
板
目
肌
」「
小
板
目
肌
」
と
称
す
る
。

杢も
く

目め

肌 
 

純
然
と
し
た
杢
目
肌
は
希
で
、 

通
常
、 

板
目
肌
に
交
じ
っ
て
あ
ら
わ
れ

る
。 

大
さ
さ
に
よ
り
大
・
小
を
付
け
る
。

柾ま
さ

目め

肌 

木
材
の
柾
目
模
様
状
の
も
の
を
い
う
。

梨な

子し

地じ

肌 
 

非
常
に
細
か
に
詰
ん
だ
肌
目
で
、
梨
の
実
の
切
断
面
に
似
て
い
る
こ

と
か
ら
付
け
ら
れ
た
名
称
。

【
焼
刃
】

直す
ぐ

刃は 
 

刃
先
に
平
行
し
て
真
っ
直
ぐ
に
延
び
る
刃
文
を
い
う
。焼
幅
の
広
さ
に
よ
っ

て
「
広
直
刃
」「
中
直
刃
」「
細
直
刃
」
等
と
名
付
け
ら
れ
る
。

乱み
だ
れ
ば刃 

直
刃
以
外
の
全
て
の
刃
文
を
指
す
。
形
に
よ
り
様
々
な
名
称
が
あ
る
。

【
刃
中
の
働
き
】

焼
入
れ
や
地
鉄
の
特
性
等
に
よ
り
、
刃
文
の
中
に

「
足あ

し

」「
葉よ

う

」「
砂す

な
が流

し
」「
金き

ん

筋す
じ

」
な
ど
と
名
付
け

ら
れ
る
景
色
や
変
化
の
あ
ら
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
「
働
き
」
と
い
っ
て
珍
重
さ
れ
る
。

【
沸
と
匂
】

刀
身
の
焼
入
れ
で
、
焼
刃
の
中
か
ら
刃
縁
に
か
け

て
あ
ら
わ
れ
る
の
が 「
沸に

え

」
と
「
匂に

お
い」

で
あ
る
。
こ

の
う
ち
、
肉
眼
で
容
易
に
認
め
ら
れ
る
粒
の
粗
い

も
の
を
「
沸
」、
極
め
て
細
か
く
霞
の
よ
う
に
見
え

る
の
が「
匂
い
」で
あ
る
。
ま
た
、こ
の「
沸
」や「
匂
」

で
構
成
さ
れ
た
、
地
鉄
と
焼
刃
の
境
の
白
く
光
っ

た
線
を
「
匂に

お
い
ぐ
ち口

」
と
も
い
う
。
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平
地
の
鍛
肌
が
、
木
材
の
板
目
模
様
状
の
も
の
を
指
す
。
大

き
さ
に
よ
り
「
大
板
目
肌
」「
小
板
目
肌
」
と
称
す
る
。

純
然
と
し
た
杢
目
肌
は
希
で
、 

通
常
、 

板
目
肌
に
交
じ
っ
て

あ
ら
わ
れ
る
。 

大
さ
さ
に
よ
り
大
・
小
を
付
け
る
。

木
材
の
柾
目
模
様
状
の
も
の
を
い
う
。

非
常
に
細
か
に
詰
ん
だ
肌
目
で
、
梨
の
実
の
切
断
面
に
似
て

い
る
こ
と
か
ら
付
け
ら
れ
た
名
称
。

板
目
肌

杢も
く
目め

肌

柾ま
さ
目め

肌

梨な

子し

地じ

肌

【
地
鉄
（
鍛
）】

【
地
鉄
（
鍛
）】

刃
先
に
平
行
し
て
真
っ
直
ぐ
に
延
び
る
刃
文
を
い
う
。
焼
幅

の
広
さ
に
よ
っ
て
「
広
直
刃
」「
中
直
刃
」「
細
直
刃
」
等
と

名
付
け
ら
れ
る
。

直
刃
以
外
の
全
て
の
刃
文
を
指
す
。
形
に
よ
り
様
々
な
名
称

が
あ
る
。

直す
ぐ
刃は

乱み
だ
れ
ば刃

【
焼
刃
】

【
焼
刃
】

【
刃
中
の
働
き
】

【
刃
中
の
働
き
】

焼
入
れ
や
地
鉄
の
特
性
等
に
よ
り
、
刃
文
の
中
に

「
足あ

し

」「
葉よ
う

」「
砂す
な
が流

し
」「
金き
ん

筋す
じ

」
な
ど
と
名
付
け

ら
れ
る
景
色
や
変
化
の
あ
ら
わ
れ
る
場
合
が
あ

る
。
こ
れ
ら
は「
働
き
」と
い
っ
て
珍
重
さ
れ
る
。

【
沸
と
匂
】

【
沸
と
匂
】

刀
身
の
焼
入
れ
で
、
焼
刃
の
中
か
ら
刃
縁
に
か

け
て
あ
ら
わ
れ
る
の
が 「
沸に
え

」
と
「
匂に
お
い」

で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
肉
眼
で
容
易
に
認
め
ら
れ
る
粒
の
粗

い
も
の
を
「
沸
」、
極
め
て
細
か
く
霞
の
よ
う
に

見
え
る
の
が
「
匂
」
で
あ
る
。
ま
た
、こ
の
「
沸
」

や
「
匂
」
で
構
成
さ
れ
た
、
地
鉄
と
焼
刃
の
境

の
白
く
光
っ
た
線
を
「
匂に

お
い
ぐ
ち口」

と
も
い
う
。



資
料
番
号

指
定

資
料
名

員
数

法
量

時
代

所
蔵
者

展
示
期
間

１

砂
鉄

一

式

平
成

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

２

玉
鋼

一

点

一
一・
〇
×
六
・
〇

平
成

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

３

小
割
に
し
た
鋼

二
一
点

一
辺
最
大
四
・
五
　
厚
さ
約
〇
・
七

平
成

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

４

作
刀
工
程
資
料

一

式

全
長
七
〇
・
八
～
九
七
・
〇       

平
成

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

５

向
こ
う
鎚

一

点

全
長
一
〇
〇
・
五

平
成

個
人

６

小
鎚

一

点

全
長
二
二・
八

平
成

個
人

７

箸

二

点

全
長
三
五
・
五
～
六
五
・
五

平
成

個
人

８

藁
ほ
う
き

一

点

三
七
・
五

平
成

個
人

９

金
床

一

点

二
三
・二
×
八
・
〇
×
高
さ
二
九
・二

平
成

個
人

１
０

鞴

一

点

一
〇
六
・
八
×
三
一・
三
　
高
さ
五
八
・
〇

明
治
時
代

三
重
県
総
合
博
物
館

１
１

金
銀
象
嵌
直
刀
　
琴
平
山
古
墳
出
土
　

一

口

全
長
一
二
八

古
墳
時
代
後
期

名
張
市
教
育
委
員
会

１
２

南
伊
勢
町
指
定

双
竜
紋
環
頭
大
刀
　
宮
山
古
墳
出
土
　

一

口

全
長
九
六
・二

古
墳
時
代
後
期

南
伊
勢
町
教
育
委
員
会

１
３

三
重
県
指
定

金
銅
装
頭
椎
大
刀
　
坂
本
１
号
墳
出
土
　

一

口

全
長
一
〇
六

古
墳
時
代
後
期

明
和
町
教
育
委
員
会

１
９

昔
々
正
宗
湯
か
げ
ん
乃
旧
図（
三
枚
続
）　
三
代
歌
川
豊
国

一

点

三
六
・二
×
七
三
・
七

江
戸
時
代

個
人

（
前
期
）10
／
5
～
11
／
4

２
０

晴
模
様
染
衣
更
着（
三
枚
続
）　
三
代
歌
川
豊
国

一

点

三
五
・
〇
×
七
三
・
四

江
戸
時
代

個
人

（
後
期
）11
／
6
～
12
／
1

２
１

伊
賀
越
仇
討
之
図（
三
枚
続
）　
二
代
歌
川
国
貞

一

点

三
五
・
八
×
七
三
・
五

江
戸
時
代

三
重
県
総
合
博
物
館

（
前
期
）10
／
5
～
11
／
4

２
２

伊
賀
越
敵
討
之
図（
三
枚
続
）　
歌
川
国
芳
　

一

点

三
七
・一
×
七
五
・一

江
戸
時
代

三
重
県
総
合
博
物
館

（
後
期
）11
／
6
～
12
／
1

２
３

伊
賀
越
仇
討
ノ
図
再
板（
三
枚
続
）　
三
代
歌
川
豊
国

一

点

三
五
・
〇
×
七
五
・
〇

江
戸
時
代

三
重
県
総
合
博
物
館

（
前
期
）10
／
5
～
11
／
4

２
４

新
版
伊
賀
越
道
中
双
六（
三
枚
続
）　
歌
川
貞
秀

一

点

三
八
・
八
×
七
六
・
四

江
戸
時
代

三
重
県
総
合
博
物
館

（
後
期
）11
／
6
～
12
／
1

２
５

伊
賀
上
野
仇
討
之
図（
三
枚
続
）　
三
代
歌
川
豊
国

一

点

三
六
・
三
×
七
五
・
六

江
戸
時
代

三
重
県
総
合
博
物
館

（
前
期
）10
／
5
～
11
／
4

２
６

日
本
晴
伊
賀
報
讐（
三
枚
続
）　
守
川
周
重

一

点

三
七
・
〇
×
七
〇
・
〇

明
治
時
代

三
重
県
総
合
博
物
館

（
後
期
）11
／
6
～
12
／
1

２
７

東
海
道
五
十
三
次
之
内
　
亀
山
　
藤
川
水
右
衛
門
　
三
代
歌
川
豊
国

一

点

三
五
・
五
×
二
四
・
五

江
戸
時
代

三
重
県
総
合
博
物
館

（
前
期
）10
／
5
～
11
／
4

２
８

東
海
道
五
十
三
次
之
内
　
関
　
小
ま
ん
　
三
代
歌
川
豊
国

一

点

三
五
・二
×
二
四
・二

江
戸
時
代

三
重
県
総
合
博
物
館

（
後
期
）11
／
6
～
12
／
1

２
９

曲
亭
翁
精
著
　
八
犬
士
随
一
　
犬
山
道
節
忠
知
　
歌
川
国
芳

一

点

三
六
・
九
×
二
四
・
四

江
戸
時
代

個
人

（
前
期
）10
／
5
～
11
／
4

３
０

曲
亭
翁
精
著
　
八
犬
士
随
一
　
犬
川
荘
介
義
任
　
歌
川
国
芳

一

点

三
七
・
八
×
二
五
・二

江
戸
時
代

個
人

（
前
期
）10
／
5
～
11
／
4

３
１

曲
亭
翁
精
著
　
八
犬
士
随
一
　
犬
坂
毛
乃
胤
智
　
歌
川
国
芳

一

点

三
七
・
七
×
二
四
・
七

江
戸
時
代

個
人

（
後
期
）11
／
6
～
12
／
1

３
２

曲
亭
翁
精
著
　
八
犬
士
随
一
　
犬
飼
現
八
信
通
　
歌
川
国
芳

一

点

三
七
・
八
×
二
五
・
七

江
戸
時
代

個
人

（
後
期
）11
／
6
～
12
／
1

３
３

三
重
県
指
定

明
治
行
政
官
布
達

一

点

二
一・一
×
八
一・二

明
治
時
代

三
重
県

 
展
示
資
料
一
覧
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３
４

三
重
県
指
定

廃
刀
令

一

点

一
八
・
七
×
一
三
・
五

明
治
時
代

三
重
県

９
９

貝
尽
図
影
透
丸
形
鉄
地
鐔(

桑
名
鐔)

　
銘
　
信
秋

一

点

八
・二
×
八
・
〇

江
戸
時
代

桑
名
市
博
物
館

１
０
０

鮑
貝
図
鐔（
桑
名
鐔
）　
銘
　
信
乕
作

一

点

六
・
八
×
六
・
〇

江
戸
時
代

桑
名
市
博
物
館

１
０
１

帆
掛
船
図
透
鐔（
桑
名
鐔
）　
銘
　
桒
名
住
　
信
時
　

一

点

八
・
〇
×
八
・
〇

江
戸
時
代

桑
名
市
博
物
館

１
０
２

菊
花
京
風
透
鐔（
桑
名
鐔
）　
銘
　
桒
名
住
　
信
時

一

点

八
・
〇
×
八
・
〇

江
戸
時
代

桑
名
市
博
物
館

１
０
３

花
弁
透
鐔（
桑
名
鐔
）　
銘
　
桒
名
住
　
信
時
　

一

点

八
・二
×
八
・
〇

江
戸
時
代

桑
名
市
博
物
館

１
０
４

花
様
八
木
瓜
形
鉄
地
鐔（
桑
名
鐔
）　
銘
　
桒
名
住
　
信
時
　

一

点

八
・二
×
八
・
〇

江
戸
時
代

桑
名
市
博
物
館

１
０
５

花
図
透
鐔（
桑
名
鐔
）　
銘
　
桒
名
住
　
信
時
　

一

点

七
・二
×
七
・一

江
戸
時
代

桑
名
市
博
物
館

１
０
６

桔
梗
図
透
鐔（
桑
名
鐔
）　
銘
　
桒
名
住
　
信
時
　

一

点

七
・
六
×
七
・
六

江
戸
時
代

桑
名
市
博
物
館

１
０
７

梅
図
木
瓜
透
鐔（
桑
名
鐔
）　
銘
　
桒
名
住
　
信
時
　

一

点

七
・
六
×
六
・
〇

江
戸
時
代

桑
名
市
博
物
館

１
０
８

糸
透
鉄
地
鐔（
桑
名
鐔
）　
銘
　
桒
名
住
　
信
時
　

一

点

八
・二
×
八
・一

江
戸
時
代

桑
名
市
博
物
館

１
０
９

片
波
車
の
図
鐔（
桑
名
鐔
）　
銘
　
桒
名
住
　
信
時
　

一

点

八
・
〇
×
七
・
九

江
戸
時
代

桑
名
市
博
物
館

１
１
０

〼
図
透
鐔（
桑
名
鐔
）　
銘
　
桒
名
住
　
信
時
　

一

点

八
・
〇
×
七
・
九

江
戸
時
代

桑
名
市
博
物
館

１
１
１

桝
図
丸
鐔（
桑
名
鐔
）　
銘
　
桒
名
住
　
信
時
　

一

点

七
・
九
×
七
・
九

江
戸
時
代

桑
名
市
博
物
館

１
１
２

透
鐔（
桑
名
鐔
）　
銘
　
桒
名
住
　
信
時
　

一

点

七
・
〇
×
六
・
六

江
戸
時
代

桑
名
市
博
物
館

１
１
３

鉄
地
目
地
鉈
透
鐔（
桑
名
鐔
）　
銘
　
信
時
　
市
右
エ
門
　

一

点

八
・二
×
八
・二

江
戸
時
代

桑
名
市
博
物
館

１
１
４

源
氏
香
図
鐔（
桑
名
鐔
）　
銘
　
喬
智
作
　

一

点

八
・二
×
八
・
〇

江
戸
時
代

桑
名
市
博
物
館

１
１
５

亀
山
市
指
定

無
文
図
鐔（
亀
山
鐔
）　
銘
　
勢
州
亀
山
住
／
国
友
貞
栄
作

一

点

七
・
八
×
七
・
八

江
戸
時
代

亀
山
市
歴
史
博
物
館

１
１
６

亀
山
市
指
定

幔
幕
図
鐔（
亀
山
鐔
）　
銘
　
貞
栄
作（
裏
銘
）

一

点

七
・
五
×
七
・
五

江
戸
時
代

亀
山
市
歴
史
博
物
館

１
１
７

唐
草
図
鐔（
亀
山
鐔
）　
銘
　
貞
栄

一

点

八
・
三
×
八
・
三

江
戸
時
代

亀
山
市
歴
史
博
物
館

１
１
８

笹
竹
に
白
鷺
図
鐔（
亀
山
鐔
）　
銘
　
勢
州
亀
山
住
／
国
友
貞
栄
作

一

点

八
・
五
×
八
・
五

江
戸
時
代

亀
山
市
歴
史
博
物
館

１
１
９

亀
山
市
指
定

蛤
図
鐔（
亀
山
鐔
）　
銘
　
間

一

点

八
・
六
×
八
・
七

江
戸
時
代

亀
山
市
歴
史
博
物
館

１
２
０

亀
山
市
指
定

矢
羽
松
葉
図
鐔（
亀
山
鐔
）　
銘
　
間
　

一

点

六
・
九
×
六
・
六

江
戸
時
代

亀
山
市
歴
史
博
物
館

１
２
１

俵
に
松
葉
図
鐔（
亀
山
鐔
）　
銘
　
間（
裏
銘
）

一

点

八
・
一
×
八
・
一

江
戸
時
代

亀
山
市
歴
史
博
物
館

１
２
２

熨
斗
図
鐔（
亀
山
鐔
）　
銘
　
間

一

点

七
・
七
×
七
・
六

江
戸
時
代

亀
山
市
歴
史
博
物
館

１
２
３

　

五
嶽
図
刻
印
鐔
　
銘
　
宗
孝
作

一

点

八
・
四
×
七
・
八

江
戸
時
代

個
人

１
２
４

五
嶽
図
刻
印
鐔
　
銘
　
宗
孝
作

一

点

五
・
五
×
四
・
五

江
戸
時
代

個
人

１
２
５

五
嶽
図
刻
印
鐔
　
銘
　
宗
孝
作

一

点

七
・
五
×
六
・
七

江
戸
時
代

個
人

１
２
６

蟻
の
米
曳
き
図
鐔
　
銘
　
宗
孝
作

一

点

五
・一
×
三
・
七

江
戸
時
代

個
人

１
２
７

文
字
刻
印
鐔
　
銘
　
宗
政（
花
押
）

一

点

八
・
四
×
七
・
八

江
戸
時
代

個
人

１
２
８

文
字
刻
印
鐔
　
銘
　
宗
政（
花
押
）

一

点

七
・
六
×
六
・
九

江
戸
時
代

個
人
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資
料
番
号

指
定

資
料
名

員
数

法
量

時
代

所
蔵
者

展
示
期
間

１

砂
鉄

一

式

平
成

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

２

玉
鋼

一

点

一
一・
〇
×
六
・
〇

平
成

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

３

小
割
に
し
た
鋼

二
一
点

一
辺
最
大
四
・
五
　
厚
さ
約
〇
・
七

平
成

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

４

作
刀
工
程
資
料

一

式

全
長
七
〇
・
八
～
九
七
・
〇       

平
成

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

５

向
こ
う
鎚

一

点

全
長
一
〇
〇
・
五

平
成

個
人

６

小
鎚

一

点

全
長
二
二・
八

平
成

個
人

７

箸

二

点

全
長
三
五
・
五
～
六
五
・
五

平
成

個
人

８

藁
ほ
う
き

一

点

三
七
・
五

平
成

個
人

９

金
床

一

点

二
三
・二
×
八
・
〇
×
高
さ
二
九
・二

平
成

個
人

１
０

鞴

一

点

一
〇
六
・
八
×
三
一・
三
　
高
さ
五
八
・
〇

明
治
時
代

三
重
県
総
合
博
物
館

１
１

金
銀
象
嵌
直
刀
　
琴
平
山
古
墳
出
土
　

一

口

全
長
一
二
八

古
墳
時
代
後
期

名
張
市
教
育
委
員
会

１
２

南
伊
勢
町
指
定

双
竜
紋
環
頭
大
刀
　
宮
山
古
墳
出
土
　

一

口

全
長
九
六
・二

古
墳
時
代
後
期

南
伊
勢
町
教
育
委
員
会

１
３

三
重
県
指
定

金
銅
装
頭
椎
大
刀
　
坂
本
１
号
墳
出
土
　

一

口

全
長
一
〇
六

古
墳
時
代
後
期

明
和
町
教
育
委
員
会

１
９

昔
々
正
宗
湯
か
げ
ん
乃
旧
図（
三
枚
続
）　
三
代
歌
川
豊
国

一

点

三
六
・二
×
七
三
・
七

江
戸
時
代

個
人

（
前
期
）10
／
5
～
11
／
4

２
０

晴
模
様
染
衣
更
着（
三
枚
続
）　
三
代
歌
川
豊
国

一

点

三
五
・
〇
×
七
三
・
四

江
戸
時
代

個
人

（
後
期
）11
／
6
～
12
／
1

２
１

伊
賀
越
仇
討
之
図（
三
枚
続
）　
二
代
歌
川
国
貞

一

点

三
五
・
八
×
七
三
・
五

江
戸
時
代

三
重
県
総
合
博
物
館

（
前
期
）10
／
5
～
11
／
4

２
２

伊
賀
越
敵
討
之
図（
三
枚
続
）　
歌
川
国
芳
　

一

点

三
七
・一
×
七
五
・一

江
戸
時
代

三
重
県
総
合
博
物
館

（
後
期
）11
／
6
～
12
／
1

２
３

伊
賀
越
仇
討
ノ
図
再
板（
三
枚
続
）　
三
代
歌
川
豊
国

一

点

三
五
・
〇
×
七
五
・
〇

江
戸
時
代

三
重
県
総
合
博
物
館

（
前
期
）10
／
5
～
11
／
4

２
４

新
版
伊
賀
越
道
中
双
六（
三
枚
続
）　
歌
川
貞
秀

一

点

三
八
・
八
×
七
六
・
四

江
戸
時
代

三
重
県
総
合
博
物
館

（
後
期
）11
／
6
～
12
／
1

２
５

伊
賀
上
野
仇
討
之
図（
三
枚
続
）　
三
代
歌
川
豊
国

一

点

三
六
・
三
×
七
五
・
六

江
戸
時
代

三
重
県
総
合
博
物
館

（
前
期
）10
／
5
～
11
／
4

２
６

日
本
晴
伊
賀
報
讐（
三
枚
続
）　
守
川
周
重

一

点

三
七
・
〇
×
七
〇
・
〇

明
治
時
代

三
重
県
総
合
博
物
館

（
後
期
）11
／
6
～
12
／
1

２
７

東
海
道
五
十
三
次
之
内
　
亀
山
　
藤
川
水
右
衛
門
　
三
代
歌
川
豊
国

一

点

三
五
・
五
×
二
四
・
五

江
戸
時
代

三
重
県
総
合
博
物
館

（
前
期
）10
／
5
～
11
／
4

２
８

東
海
道
五
十
三
次
之
内
　
関
　
小
ま
ん
　
三
代
歌
川
豊
国

一

点

三
五
・二
×
二
四
・二

江
戸
時
代

三
重
県
総
合
博
物
館

（
後
期
）11
／
6
～
12
／
1

２
９

曲
亭
翁
精
著
　
八
犬
士
随
一
　
犬
山
道
節
忠
知
　
歌
川
国
芳

一

点

三
六
・
九
×
二
四
・
四

江
戸
時
代

個
人

（
前
期
）10
／
5
～
11
／
4

３
０

曲
亭
翁
精
著
　
八
犬
士
随
一
　
犬
川
荘
介
義
任
　
歌
川
国
芳

一

点

三
七
・
八
×
二
五
・二

江
戸
時
代

個
人

（
前
期
）10
／
5
～
11
／
4

３
１

曲
亭
翁
精
著
　
八
犬
士
随
一
　
犬
坂
毛
乃
胤
智
　
歌
川
国
芳

一

点

三
七
・
七
×
二
四
・
七

江
戸
時
代

個
人

（
後
期
）11
／
6
～
12
／
1

３
２

曲
亭
翁
精
著
　
八
犬
士
随
一
　
犬
飼
現
八
信
通
　
歌
川
国
芳

一

点

三
七
・
八
×
二
五
・
七

江
戸
時
代

個
人

（
後
期
）11
／
6
～
12
／
1

３
３

三
重
県
指
定

明
治
行
政
官
布
達

一

点

二
一・一
×
八
一・二

明
治
時
代

三
重
県

 

展
示
資
料
一
覧
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３
４

三
重
県
指
定

廃
刀
令

一

点

一
八
・
七
×
一
三
・
五

明
治
時
代

三
重
県

９
９

貝
尽
図
影
透
丸
形
鉄
地
鐔(

桑
名
鐔)

　
銘
　
信
秋

一

点

八
・二
×
八
・
〇

江
戸
時
代

桑
名
市
博
物
館

１
０
０

鮑
貝
図
鐔（
桑
名
鐔
）　
銘
　
信
乕
作

一

点

六
・
八
×
六
・
〇

江
戸
時
代

桑
名
市
博
物
館

１
０
１

帆
掛
船
図
透
鐔（
桑
名
鐔
）　
銘
　
桒
名
住
　
信
時
　

一

点

八
・
〇
×
八
・
〇

江
戸
時
代

桑
名
市
博
物
館

１
０
２

菊
花
京
風
透
鐔（
桑
名
鐔
）　
銘
　
桒
名
住
　
信
時

一

点

八
・
〇
×
八
・
〇

江
戸
時
代

桑
名
市
博
物
館

１
０
３

花
弁
透
鐔（
桑
名
鐔
）　
銘
　
桒
名
住
　
信
時
　

一

点

八
・二
×
八
・
〇

江
戸
時
代

桑
名
市
博
物
館

１
０
４

花
様
八
木
瓜
形
鉄
地
鐔（
桑
名
鐔
）　
銘
　
桒
名
住
　
信
時
　

一

点

八
・二
×
八
・
〇

江
戸
時
代

桑
名
市
博
物
館

１
０
５

花
図
透
鐔（
桑
名
鐔
）　
銘
　
桒
名
住
　
信
時
　

一

点

七
・二
×
七
・一

江
戸
時
代

桑
名
市
博
物
館

１
０
６

桔
梗
図
透
鐔（
桑
名
鐔
）　
銘
　
桒
名
住
　
信
時
　

一

点

七
・
六
×
七
・
六

江
戸
時
代

桑
名
市
博
物
館

１
０
７

梅
図
木
瓜
透
鐔（
桑
名
鐔
）　
銘
　
桒
名
住
　
信
時
　

一

点

七
・
六
×
六
・
〇

江
戸
時
代

桑
名
市
博
物
館

１
０
８

糸
透
鉄
地
鐔（
桑
名
鐔
）　
銘
　
桒
名
住
　
信
時
　

一

点

八
・二
×
八
・一

江
戸
時
代

桑
名
市
博
物
館

１
０
９

片
波
車
の
図
鐔（
桑
名
鐔
）　
銘
　
桒
名
住
　
信
時
　

一

点

八
・
〇
×
七
・
九

江
戸
時
代

桑
名
市
博
物
館

１
１
０

〼
図
透
鐔（
桑
名
鐔
）　
銘
　
桒
名
住
　
信
時
　

一

点

八
・
〇
×
七
・
九

江
戸
時
代

桑
名
市
博
物
館

１
１
１

桝
図
丸
鐔（
桑
名
鐔
）　
銘
　
桒
名
住
　
信
時
　

一

点

七
・
九
×
七
・
九

江
戸
時
代

桑
名
市
博
物
館

１
１
２

透
鐔（
桑
名
鐔
）　
銘
　
桒
名
住
　
信
時
　

一

点

七
・
〇
×
六
・
六

江
戸
時
代

桑
名
市
博
物
館

１
１
３

鉄
地
目
地
鉈
透
鐔（
桑
名
鐔
）　
銘
　
信
時
　
市
右
エ
門
　

一

点

八
・二
×
八
・二

江
戸
時
代

桑
名
市
博
物
館

１
１
４

源
氏
香
図
鐔（
桑
名
鐔
）　
銘
　
喬
智
作
　

一

点

八
・二
×
八
・
〇

江
戸
時
代

桑
名
市
博
物
館

１
１
５

亀
山
市
指
定

無
文
図
鐔（
亀
山
鐔
）　
銘
　
勢
州
亀
山
住
／
国
友
貞
栄
作

一

点

七
・
八
×
七
・
八

江
戸
時
代

亀
山
市
歴
史
博
物
館

１
１
６

亀
山
市
指
定

幔
幕
図
鐔（
亀
山
鐔
）　
銘
　
貞
栄
作（
裏
銘
）

一

点

七
・
五
×
七
・
五

江
戸
時
代

亀
山
市
歴
史
博
物
館

１
１
７

唐
草
図
鐔（
亀
山
鐔
）　
銘
　
貞
栄

一

点

八
・
三
×
八
・
三

江
戸
時
代

亀
山
市
歴
史
博
物
館

１
１
８

笹
竹
に
白
鷺
図
鐔（
亀
山
鐔
）　
銘
　
勢
州
亀
山
住
／
国
友
貞
栄
作

一

点

八
・
五
×
八
・
五

江
戸
時
代

亀
山
市
歴
史
博
物
館

１
１
９

亀
山
市
指
定

蛤
図
鐔（
亀
山
鐔
）　
銘
　
間

一

点

八
・
六
×
八
・
七

江
戸
時
代

亀
山
市
歴
史
博
物
館

１
２
０

亀
山
市
指
定

矢
羽
松
葉
図
鐔（
亀
山
鐔
）　
銘
　
間
　

一

点

六
・
九
×
六
・
六

江
戸
時
代

亀
山
市
歴
史
博
物
館

１
２
１

俵
に
松
葉
図
鐔（
亀
山
鐔
）　
銘
　
間（
裏
銘
）

一

点

八
・
一
×
八
・
一

江
戸
時
代

亀
山
市
歴
史
博
物
館

１
２
２

熨
斗
図
鐔（
亀
山
鐔
）　
銘
　
間

一

点

七
・
七
×
七
・
六

江
戸
時
代

亀
山
市
歴
史
博
物
館

１
２
３

　

五
嶽
図
刻
印
鐔
　
銘
　
宗
孝
作

一

点

八
・
四
×
七
・
八

江
戸
時
代

個
人

１
２
４

五
嶽
図
刻
印
鐔
　
銘
　
宗
孝
作

一

点

五
・
五
×
四
・
五

江
戸
時
代

個
人

１
２
５

五
嶽
図
刻
印
鐔
　
銘
　
宗
孝
作

一

点

七
・
五
×
六
・
七

江
戸
時
代

個
人

１
２
６

蟻
の
米
曳
き
図
鐔
　
銘
　
宗
孝
作

一

点

五
・一
×
三
・
七

江
戸
時
代

個
人

１
２
７

文
字
刻
印
鐔
　
銘
　
宗
政（
花
押
）

一

点

八
・
四
×
七
・
八

江
戸
時
代

個
人

１
２
８

文
字
刻
印
鐔
　
銘
　
宗
政（
花
押
）

一

点

七
・
六
×
六
・
九

江
戸
時
代

個
人
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１
２
９

木
瓜
形
鐔
　
銘
　
永
貞

一

点

九
・
八
×
九
・
〇

江
戸
時
代

個
人

１
３
０

木
瓜
形
鐔
　
銘
　
永
貞

一

点

七
・
〇
×
六
・
五

江
戸
時
代

個
人

１
３
１

木
瓜
形
鐔
　
銘
　
神
都
住
／
秀
春
作

一

点

一
〇
・
四
×
九
・
五

江
戸
時
代

個
人

１
３
２

蔦
図
鐔
　
銘
　
兼
重

一

点

八
・
〇
×
七
・
八

江
戸
時
代

個
人

１
３
３

二
見
ヶ
浦
図
鐔
　
銘
　
通
天
永
随（
花
押
）

一

点

七
・
〇
×
六
・
五

江
戸
時
代

個
人

１
３
４

旭
日
に
波
の
図
目
貫
　
銘
　
宗
政

二

点

直
径
一・
八

江
戸
時
代

個
人

１
３
５

梅
之
図
小
柄
　
銘
　
宗
孝
作

一

点

九
・
七
×
一・
五

江
戸
時
代

個
人

１
３
６

お
木
曳
図
小
柄
　
銘
　
廉
乗
作
／
光
晃（
花
押
）

一

点

九
・
七
×
一・
四

江
戸
時
代

個
人

１
３
７

二
見
ヶ
浦
図
小
柄
　
　
　
後
藤
程
乗
作

一

点

九
・
七
×
一・
四

江
戸
時
代

個
人

資
料
番
号

指
定

種
別
　
刀
工
名
／
年
紀
　

刃
長

所
蔵
者

１
４

三
重
県
指
定

短
刀
　
銘
　
正
重
／
多
度
山
権
現
　
　

二
九
・
二

多
度
大
社

１
５

刀
　
　
銘
　
宇
多
國
□（
以
下
切
）　

二
尺
一
寸
一
分
（
六
四
・
二
）

玄
忠
寺

１
６

刀
　
　
銘
　
法
橋
藤
原
来
金
道（
折
れ
・
焼
け
身
）　

二
尺
五
寸
五
分
（
八
三
・
三
）

玄
忠
寺

１
７

刀
　
　
銘
　
備
前
國
住
長
舩
清
光
作
／
天
文
廿
年
八
月
日
　

七
〇
・
六

赤
穂
大
石
神
社

１
８

脇
指
　
銘
　
備
州
長
舩
康
光
／
永
享
十
三
年
二
月
日
　

四
四
・
八

赤
穂
大
石
神
社

３
５

愛
知
県
指
定

短
刀
　
銘
　
村
正
　

二
五
・
七

熱
田
神
宮

３
６

三
重
県
指
定

太
刀
　
銘
　
勢
州
桒
名
郡
益
田
庄
藤
原
朝
臣
村
正
作
／
天
文
十
二
天
癸
卯
五
月
日 

七
五
・
九

桑
名
宗
社

３
７

脇
指
　
銘
　
村
正
　
　

三
四
・
五

熱
田
神
宮

３
８

短
刀
　
銘
　
村
正
　

二
五
・
〇

熱
田
神
宮

３
９

短
刀
　
銘
　
正
重
　
　

二
八
・二

個
人

４
０

刀
　
　
銘
　
正
重
　
　
　

六
四
・
四

個
人

４
１

三
重
県
指
定

太
刀
　
銘
　
勢
州
桒
名
藤
原
千
子
正
重
／
寛
文
二
年
壬
寅
正
月
三
日
　
　
　

七
五
・
三

桑
名
宗
社

４
２

短
刀
　
銘
　
正
重
　

二
二
・
七

個
人

４
３

刀
　
　
銘
　
勢
州
住
千
子
正
重
　

七
〇
・
九

個
人

４
４

短
刀
　
銘
　
正
重
　

八
寸
〇
分
（
二
四
・
二
）

個
人

４
５

刀
　
　
銘
　
正
真

七
四
・
五

熱
田
神
宮

４
６

短
刀
　
銘
　
正
真 

二
二
・
八

個
人
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４
７

三
重
県
指
定

刀
　
　
銘
　
村
重
　

七
五
・
一

個
人

４
８

三
重
県
指
定

短
刀
　
銘
　
藤
正 

二
六
・
三

四
日
市
市
立
博
物
館

４
９

三
重
県
指
定

太
刀
　
銘
　
勢
州
桒
名
住
藤
原
勝
𠮷𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷  

　
　

六
八
・
八

多
度
大
社

５
０

脇
指
　
銘
　
勢
州
桒
名
之
住
勝
𠮷𠮷
𠮷 

　
　

三
〇
・
九

個
人

５
１

刀
　
　
銘
　
桒
名
住
義
専
斎
三
品
廣
道
作／

慶
應
三
年
四
月
日 

以
多
度
斎
火
鍛
之
　

七
一
・
二

個
人

５
２

脇
指
　
銘
　
慶
應
二
年
四
月
日 

以
多
度
斎
火
鍛
之
／
桒
名
住
義
専
斎
三
品
廣
道

三
二
・
〇

個
人

５
３

太
刀
　
銘
　
固
山
備
前
介
宗
次
作
　
嘉
永
七
年
寅
十
一
月
四
日
於
東
都
千
住
太
々
土
壇
拂
　
切
手
後
藤
新
太
郎
／
嘉
永
六
丑
年
二
月吉

日

二
尺
三
寸
一
分
（
七
〇
・
〇
）

個
人

５
４

脇
指
　
銘
　
寛
政
六
年
正
月／

臣
正
繁
謹
作
之

五
〇
・
六

個
人

５
５

短
刀
　
銘
　
勢
州
茂
福
住
維
綱  

　

二
九
・
七

桑
名
宗
社

５
６

刀
　
　
銘
　
勢
州
神
戸
住
國
助

六
九
・
八

個
人

５
７

脇
指
　
銘
　
勢
州
神
戸
之
住
國
助

五
五
・
八

個
人

５
８

刀
　
　
銘
　
勢
州
正
盛
作

二
尺
四
寸
三
分
（
七
三
・
六
）

個
人

５
９

脇
指
　
銘
　
和
泉
守
兼
重

一
尺
五
寸
四
分
五
厘
（
四
六
・
八
）

個
人

６
０

刀
　
　
銘
　
陸
奥
守
藤
原
歳
長
／
天
和
二
年
五
月吉

日

六
三
・
〇

個
人

６
１

刀
　
　
銘
　
廣
山
藤
原
𠮷𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷𠮷

𠮷
𠮷
𠮷

八
二
・
六

個
人

６
２

刀
　
　
銘
　
濃
州
御
勝
山
麓
松
井
治
一
郎
藤
原
永
貞
作／

萬
延
元年

庚
申
五
月吉

日

六
九
・
七

個
人

６
３

脇
指
　
銘
　
美
濃
國
藤
原
永
貞
／
萬
延
元年

十
一
月 

於
伊
勢
田
丸
作
之 

　

三
七
・
〇

玉
城
町
教
育
委
員
会

６
４

刀
　
　
銘
　
美
濃
御
勝
山
麓
住
藤
原
永
貞
／
萬
延
二
年
二
月
日 

於
伊
勢
田
丸
作
之 

　

七
五
・
五

玉
城
町
教
育
委
員
会

６
５

刀
　
　
銘
　
藤
原
永
貞
／
慶
應
二
年
正
月吉

辰 

同
年
二
月
於
千
住
两
車
截
断 

切
手
後
藤
平
作

七
二
・
九

個
人

６
６

脇
指
　
銘
　
藤
原
永
貞
／
慶
應
二
年八月


日
　
　

三
七
・
六

個
人

６
７

脇
指
　
銘
　
藤
原
永
貞
／
萬
延
元年

九
月
日  

於
伊
勢
田
丸
作
之 

一
尺
一
寸
八
分
（
三
七
・
七
）

個
人

６
８

脇
指
　
銘
　
近
江
國
住
人
藤
原
永
利 

於
勢
州
田
丸
作
之
／
慶
應
二
丙
寅
年
九
月吉

日
　

三
四
・
四

個
人

６
９

刀
　
　
銘
　
近
江
國
住
人
藤
原
永
利 

於
勢
州
田
丸
作
之
／
慶
應
二
丙
寅
年
九
月吉

日

七
〇
・
八

個
人

７
０

薙
刀
　
銘
　
慶
應
二
丙
寅
年
二
月吉

日
／
勢
州
田
丸
住
人
藤
原
永
利
作
之

一
尺
六
寸
九
分
（
五
一
・
二
）

玉
城
町
教
育
委
員
会

７
１

刀
　
　
銘
　
田
丸
住
人
藤
原
正
吉
造
之
／
慶
應
二
寅
年
十
二
月吉

辰 

二
尺
四
寸
二
分
（
七
二
・
〇
）

玉
城
町
教
育
委
員
会

７
２

脇
指
　
銘
　
藤
原
永
貞
／
安
政
七
年
二
月吉

日

三
二
・
五

個
人

７
３

脇
指
　
銘
　
濃
州
御
勝
山
麓
藤
原
永
貞
／
萬
延
元年

九
月
日 

於
伊
勢
田
丸
作
之 

　

一
尺
四
分
（
三
一
・
五
）

個
人

７
４

脇
指
　
銘
　
江
州
住
藤
原
永
利 

於
伊
勢
田
丸
作
之
／
文
久
三
年八月吉



日

一
尺
四
分
（
三
一
・
五
）

玉
城
町
教
育
委
員
会

７
５

脇
指
　
銘
　
伊
勢
田
丸
住
人
藤
原
永
利
作
之
／
慶
應
元
乙
丑
年
霜
月吉

日（
草
書
銘
）　

三
二
・
三

玉
城
町
教
育
委
員
会

７
６

短
刀
　
銘
　
永
貞
／
慶
應
四
年
二
月吉

辰

二
〇
・
八

個
人

７
７

短
刀
　
銘
　
應
需
辰
谷
清
英 

義
朋
斎
廣
房
作／

安
政
三
丙
辰
歳
夏
日

八
寸
六
分
（
二
六
・
一
）

個
人

109



１
２
９

木
瓜
形
鐔
　
銘
　
永
貞

一

点

九
・
八
×
九
・
〇

江
戸
時
代

個
人

１
３
０

木
瓜
形
鐔
　
銘
　
永
貞

一

点

七
・
〇
×
六
・
五

江
戸
時
代

個
人

１
３
１

木
瓜
形
鐔
　
銘
　
神
都
住
／
秀
春
作

一

点

一
〇
・
四
×
九
・
五

江
戸
時
代

個
人

１
３
２

蔦
図
鐔
　
銘
　
兼
重

一

点

八
・
〇
×
七
・
八

江
戸
時
代

個
人

１
３
３

二
見
ヶ
浦
図
鐔
　
銘
　
通
天
永
随（
花
押
）

一

点

七
・
〇
×
六
・
五

江
戸
時
代

個
人

１
３
４

旭
日
に
波
の
図
目
貫
　
銘
　
宗
政

二

点

直
径
一・
八

江
戸
時
代

個
人

１
３
５

梅
之
図
小
柄
　
銘
　
宗
孝
作

一

点

九
・
七
×
一・
五

江
戸
時
代

個
人

１
３
６

お
木
曳
図
小
柄
　
銘
　
廉
乗
作
／
光
晃（
花
押
）

一

点

九
・
七
×
一・
四

江
戸
時
代

個
人

１
３
７

二
見
ヶ
浦
図
小
柄
　
　
　
後
藤
程
乗
作

一

点

九
・
七
×
一・
四

江
戸
時
代

個
人

資
料
番
号

指
定

種
別
　
刀
工
名
／
年
紀
　

刃
長

所
蔵
者

１
４

三
重
県
指
定

短
刀
　
銘
　
正
重
／
多
度
山
権
現
　
　

二
九
・
二

多
度
大
社

１
５

刀
　
　
銘
　
宇
多
國
□（
以
下
切
）　

二
尺
一
寸
一
分
（
六
四
・
二
）

玄
忠
寺

１
６

刀
　
　
銘
　
法
橋
藤
原
来
金
道（
折
れ
・
焼
け
身
）　

二
尺
五
寸
五
分
（
八
三
・
三
）

玄
忠
寺

１
７

刀
　
　
銘
　
備
前
國
住
長
舩
清
光
作
／
天
文
廿
年
八
月
日
　

七
〇
・
六

赤
穂
大
石
神
社

１
８

脇
指
　
銘
　
備
州
長
舩
康
光
／
永
享
十
三
年
二
月
日
　

四
四
・
八

赤
穂
大
石
神
社

３
５

愛
知
県
指
定

短
刀
　
銘
　
村
正
　

二
五
・
七

熱
田
神
宮

３
６

三
重
県
指
定

太
刀
　
銘
　
勢
州
桒
名
郡
益
田
庄
藤
原
朝
臣
村
正
作
／
天
文
十
二
天
癸
卯
五
月
日 

七
五
・
九

桑
名
宗
社

３
７

脇
指
　
銘
　
村
正
　
　

三
四
・
五

熱
田
神
宮

３
８

短
刀
　
銘
　
村
正
　

二
五
・
〇

熱
田
神
宮

３
９

短
刀
　
銘
　
正
重
　
　

二
八
・二

個
人

４
０

刀
　
　
銘
　
正
重
　
　
　

六
四
・
四

個
人

４
１

三
重
県
指
定

太
刀
　
銘
　
勢
州
桒
名
藤
原
千
子
正
重
／
寛
文
二
年
壬
寅
正
月
三
日
　
　
　

七
五
・
三

桑
名
宗
社

４
２

短
刀
　
銘
　
正
重
　

二
二
・
七

個
人

４
３

刀
　
　
銘
　
勢
州
住
千
子
正
重
　

七
〇
・
九

個
人

４
４

短
刀
　
銘
　
正
重
　

八
寸
〇
分
（
二
四
・
二
）

個
人

４
５

刀
　
　
銘
　
正
真

七
四
・
五

熱
田
神
宮

４
６

短
刀
　
銘
　
正
真 

二
二
・
八

個
人
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４
７

三
重
県
指
定

刀
　
　
銘
　
村
重
　

七
五
・
一

個
人

４
８

三
重
県
指
定

短
刀
　
銘
　
藤
正 

二
六
・
三

四
日
市
市
立
博
物
館

４
９

三
重
県
指
定

太
刀
　
銘
　
勢
州
桒
名
住
藤
原
勝
𠮷𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷  

　
　

六
八
・
八

多
度
大
社

５
０

脇
指
　
銘
　
勢
州
桒
名
之
住
勝
𠮷𠮷
𠮷 

　
　

三
〇
・
九

個
人

５
１

刀
　
　
銘
　
桒
名
住
義
専
斎
三
品
廣
道
作／

慶
應
三
年
四
月
日 

以
多
度
斎
火
鍛
之
　

七
一
・
二

個
人

５
２

脇
指
　
銘
　
慶
應
二
年
四
月
日 

以
多
度
斎
火
鍛
之
／
桒
名
住
義
専
斎
三
品
廣
道

三
二
・
〇

個
人

５
３

太
刀
　
銘
　
固
山
備
前
介
宗
次
作
　
嘉
永
七
年
寅
十
一
月
四
日
於
東
都
千
住
太
々
土
壇
拂
　
切
手
後
藤
新
太
郎
／
嘉
永
六
丑
年
二
月吉

日

二
尺
三
寸
一
分
（
七
〇
・
〇
）

個
人

５
４

脇
指
　
銘
　
寛
政
六
年
正
月／

臣
正
繁
謹
作
之

五
〇
・
六

個
人

５
５

短
刀
　
銘
　
勢
州
茂
福
住
維
綱  

　

二
九
・
七

桑
名
宗
社

５
６

刀
　
　
銘
　
勢
州
神
戸
住
國
助

六
九
・
八

個
人

５
７

脇
指
　
銘
　
勢
州
神
戸
之
住
國
助

五
五
・
八

個
人

５
８

刀
　
　
銘
　
勢
州
正
盛
作

二
尺
四
寸
三
分
（
七
三
・
六
）

個
人

５
９

脇
指
　
銘
　
和
泉
守
兼
重

一
尺
五
寸
四
分
五
厘
（
四
六
・
八
）

個
人

６
０

刀
　
　
銘
　
陸
奥
守
藤
原
歳
長
／
天
和
二
年
五
月吉

日

六
三
・
〇

個
人

６
１

刀
　
　
銘
　
廣
山
藤
原
𠮷𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷𠮷

𠮷
𠮷
𠮷

八
二
・
六

個
人

６
２

刀
　
　
銘
　
濃
州
御
勝
山
麓
松
井
治
一
郎
藤
原
永
貞
作／

萬
延
元年

庚
申
五
月吉

日

六
九
・
七

個
人

６
３

脇
指
　
銘
　
美
濃
國
藤
原
永
貞
／
萬
延
元年

十
一
月 
於
伊
勢
田
丸
作
之 

　

三
七
・
〇

玉
城
町
教
育
委
員
会

６
４

刀
　
　
銘
　
美
濃
御
勝
山
麓
住
藤
原
永
貞
／
萬
延
二
年
二
月
日 

於
伊
勢
田
丸
作
之 

　

七
五
・
五

玉
城
町
教
育
委
員
会

６
５

刀
　
　
銘
　
藤
原
永
貞
／
慶
應
二
年
正
月吉

辰 

同
年
二
月
於
千
住
两
車
截
断 

切
手
後
藤
平
作

七
二
・
九

個
人

６
６

脇
指
　
銘
　
藤
原
永
貞
／
慶
應
二
年八月


日
　
　

三
七
・
六

個
人

６
７

脇
指
　
銘
　
藤
原
永
貞
／
萬
延
元年

九
月
日  

於
伊
勢
田
丸
作
之 

一
尺
一
寸
八
分
（
三
七
・
七
）

個
人

６
８

脇
指
　
銘
　
近
江
國
住
人
藤
原
永
利 

於
勢
州
田
丸
作
之
／
慶
應
二
丙
寅
年
九
月吉

日
　

三
四
・
四

個
人

６
９

刀
　
　
銘
　
近
江
國
住
人
藤
原
永
利 

於
勢
州
田
丸
作
之
／
慶
應
二
丙
寅
年
九
月吉

日

七
〇
・
八

個
人

７
０

薙
刀
　
銘
　
慶
應
二
丙
寅
年
二
月吉

日
／
勢
州
田
丸
住
人
藤
原
永
利
作
之

一
尺
六
寸
九
分
（
五
一
・
二
）

玉
城
町
教
育
委
員
会

７
１

刀
　
　
銘
　
田
丸
住
人
藤
原
正
吉
造
之
／
慶
應
二
寅
年
十
二
月吉

辰 

二
尺
四
寸
二
分
（
七
二
・
〇
）

玉
城
町
教
育
委
員
会

７
２

脇
指
　
銘
　
藤
原
永
貞
／
安
政
七
年
二
月吉

日

三
二
・
五

個
人

７
３

脇
指
　
銘
　
濃
州
御
勝
山
麓
藤
原
永
貞
／
萬
延
元年

九
月
日 

於
伊
勢
田
丸
作
之 

　

一
尺
四
分
（
三
一
・
五
）

個
人

７
４

脇
指
　
銘
　
江
州
住
藤
原
永
利 

於
伊
勢
田
丸
作
之
／
文
久
三
年八月吉



日

一
尺
四
分
（
三
一
・
五
）

玉
城
町
教
育
委
員
会

７
５

脇
指
　
銘
　
伊
勢
田
丸
住
人
藤
原
永
利
作
之
／
慶
應
元
乙
丑
年
霜
月吉

日（
草
書
銘
）　

三
二
・
三

玉
城
町
教
育
委
員
会

７
６

短
刀
　
銘
　
永
貞
／
慶
應
四
年
二
月吉

辰

二
〇
・
八

個
人

７
７

短
刀
　
銘
　
應
需
辰
谷
清
英 

義
朋
斎
廣
房
作／

安
政
三
丙
辰
歳
夏
日

八
寸
六
分
（
二
六
・
一
）

個
人
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７
８

短
刀
　
銘
　
江
州
住
人
藤
原
永
歳
　
　

一
二
・
九

個
人

７
９

短
刀
　
銘
　
貞
利
　

一
七
・
六

個
人

８
０

刀
　
　
銘
　
神
都
一
雲
斉
秀
春

二
尺
三
寸
五
分
（
七
一
・
二
）

個
人

８
１

刀
　
　
銘
　
神
都
住
人
豊
永
九
郎
兵
衛
源
正
良
所
持
之 

一
雲
斎
秀
春
鍛
之
／
元
治
元
甲
子
年
八
月
吉
日

二
尺
四
寸
九
分
（
七
五
・
五
）

個
人

８
２

短
刀
　
銘
　
神
護
　
神
都
秀
春
作
／
安
政
四
年
八
月
日

二
四
・
〇

個
人

８
３

刀
　
　
銘
　
於
勢
州
小
林
作
之 

天
龍
子
橘
久
一
／
慶
應
二
丙
寅
年
吉
日

七
三
・
八

個
人

８
４

太
刀
　
銘
　
伊
賀
國
宗
近

七
一
・
三

個
人

８
５

三
重
県
指
定

脇
指
　
銘
　
伊
賀
國
宗
近
／
永
正
元
年
六
月
日

三
三
・
〇

公
益
財
団
法
人 

伊
賀
文
化
産
業
協
会

８
６

脇
指
　
銘
　
肥
前
守
藤
原
鎮
忠

五
五
・
八

個
人

８
７

脇
指
　
銘
　
紀
州
入
鹿
實
綱
　
　

三
三
・
三

和
歌
山
県
立
博
物
館

８
８

槍
　
　
銘
　
正
重

四
七
・
九

熱
田
神
宮

８
９

槍
　
　
銘
　
勢
州
桒
名
住
勝
𠮷𠮷

二
九
・
七

個
人

９
０

三
重
県
指
定

槍
　
　
銘
　
雲
林
院
住
包
治
　  

四
〇
・
〇

四
日
市
市
立
博
物
館

９
１

槍
　
　
銘
　
美
濃
御
勝
山
麓
藤
原
永
貞
／
文
久
元
年
五
月
作
之
　

一
二
・
四

個
人

９
２

熊
野
市
指
定

槍
　
　
銘
　
入
鹿
住
藤
原
實
綱

三
八
・
六

熊
野
市 

紀
和
鉱
山
資
料
館

９
３

三
重
県
指
定

刀
　
　
銘
　
弘
化
四
年
八
月
吉
日 

應
竹
川
緑
麿
需
作
之（
刻
印
）「
ヲ
シ
テ
ル
」／
荘
司
筑
前
大
掾
藤
原
直
胤（
花
押
）

七
〇
・
〇

個
人

９
４

三
重
県
指
定

脇
指
　
銘
　
七
十
八
翁
藤
原
直
胤（
花
押
）／
安
政
二
年
十
一
月
日
　
應
竹
川
緑
磨
呂
需
作
之
　

三
一
・
五

個
人

９
５

三
重
県
指
定

薙
刀
　
銘
　（
三
日
月
紋
）大
慶
直
胤（
花
押
）／
文
化
七
年
重
陽
日
依
竹
川
政
信
需
作
之

三
八
・
七

個
人

９
６

脇
指
　
銘
　
助
宗
　

三
八
・
三

松
阪
市
射
和
町
自
治
会

９
７

剣
　
　
銘
　
八
大
王
子（
菊
紋
）伊
賀
守
藤
原
金
道
／
享
保
十
二
年
六
月
十
四
日
日
本
鍛
冶
宗
匠

四
五
・
一

松
阪
市
射
和
町
自
治
会

９
８

刀
　
　
銘
　
備
州
長
舩
清
光
作
／
天
文
十
四
年
八
月
吉
日
　

七
一
・
三

南
伊
勢
町
教
育
委
員
会

指
定
は
そ
れ
ぞ
れ
の
指
定
文
化
財
を
示
す
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三
重
県
総
合
博
物
館
　
開
館
10
周
年
記
念
・
第
38
回
企
画
展
　
刀
剣 

三
重
の
刀
と
そ
の
刀
工

会
　
　
期
：
令
和
六
年
十
月
五
日
（
土
）
― 

十
二
月
一
日
（
日
）

主
　
　
催
：
三
重
県
総
合
博
物
館

特
別
協
力
：
公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
協
力
団
体
三
重
県
支
部

協
　
　
力
：
近
畿
日
本
鉄
道
株
式
会
社

後
　
　
援
：
三
重
県
博
物
館
協
会
、
歴
史
街
道
推
進
協
議
会

助
　
　
成
：
公
益
財
団
法
人
　
岡
田
文
化
財
団

　
　
　
　
　
独
立
行
政
法
人
　
日
本
芸
術
文
化
振
興
会

刀
は
時
代
に
よ
っ
て
概
ね
次
の
四
期
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　
古
刀
　
　
慶
長
以
前
の
刀
、
文
禄
ま
で

　
新
刀
　
　
慶
長
以
降
、
江
戸
時
代
前
・
中
期
ま
で

　
新
々
刀
　
江
戸
時
代
後
期

　
現
代
刀
　
明
治
以
降


